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老
後
の
快
適
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
お
手
伝
い
し
た
い
。

　

平
成
二
四
年
か
ら
第
２
・
４
週

の
水
曜
日
に
「
あ
き
る
台
病
院
」

で
整
形
外
科
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の

診
察
を
担
当
し
、
非
常
勤
医
師
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

平
成
二
四
年
四
月
か
ら
常
勤
医

師
と
し
て
入
院
患
者
様
と
整
形
外

科
、
一
般
内
科
外
来
を
担
当
し
て

お
り
ま
す 

髙
妻
雅
和
で
す
。

　

宮
崎
県
で
生
ま
れ
育
ち
高
校
ま

で
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
長
崎

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
九
州
大
学

医
学
部
整
形
外
科
に
入
局
し
、
関

連
病
院
で
研
鑽
を
積
ん
で
か
ら
宮

崎
の
医
療
機
関
の
中
枢
で
あ
る
県

立
宮
崎
病
院
に
長
年
勤
務
し
、
多

く
の
整
形
外
科
の
手
術
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
定
年
前
に
高
齢
な

患
者
様
が
多
い
病
院
に
勤
務
し
外

来
、
手
術
と
入
院
担
当
医
と
な
り

高
齢
者
の
全
身
管
理
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
「
あ
き
る
台
病
院
」
で

は
整
形
外
科
と
内
科
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
代
で
は
寝
た
き
り
に
な
る
原

因
は
①
脳
卒
中
②
認
知
症
③
老
化

④
関
節
疾
患
⑤
骨
折
、
転
倒
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
④
⑤
に
関
し
て

骨
や
軟
骨
の
健
康
維
持
に
関
心
を

持
っ
て
頂
き
関
節
軟
骨
と
骨
粗
鬆

症
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 　

関
節
に
は
骨
と
骨
の
間
に
軟

 

骨
が
有
り
関
節
の
周
囲
を
靱
帯
、

 

腱
、
筋
肉
が
取
り
囲
ん
で
支
え

 

て
お
り
ま
す
。
軟
骨
は
ク
ッ
シ

 

ョ
ン
の
役
割
を
し
て
お
り
関
節

 

が
痛
く
な
る
の
は
軟
骨
の
早
期

 
消
耗
で
す
。
軟
骨
を
長
く
保
つ

 
た
め
に
は
膝
関
節
に
関
し
て
言

 

え
ば
①
膝
周
辺
の
筋
肉
の
力
を

 

維
持
し
②
膝
の
柔
軟
性
を
高
め

 

③
肥
満
の
予
防
と
解
消
で
す
。

 　

高
齢
者
の
骨
折
の
主
因
と
な

 

る
骨
粗
鬆
症
と
は
骨
の
量
と
質

 

が
低
下
し
て
く
る
事
で
、
高
血

 

圧
や
糖
尿
病
と
同
じ
生
活
習
慣

 

病
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

骨
粗
鬆
症
は
女
性
に
多
く
、
閉

 

経
を
迎
え
る
５
０
才
頃
か
ら
増

 

え
始
め
年
齢
と
伴
に
増
加
し
て

 

き
て
６
０
代
の
女
性
で
は
約
５

 

人
に
１
人
、
７
０
代
の
女
性
で

 

は
３
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
お

 

り
、
痛
く
な
っ
た
り
骨
が
折
れ

 

て
か
ら
初
め
て
骨
粗
鬆
症
と
気
づ

く
の
で
は
遅
い
の
で
す
。
早
め
に

骨
密
度
の
検
査
を
し
て
今
か
ら
食

事
と
運
動
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
骨
粗
鬆
症
の
診
断
が
で
ま
し

た
ら
適
切
な
治
療
を
始
め
る
こ
と

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

年
を
と
っ
て
も
自
分
で
歩
け
て

動
け
る
楽
し
み
が
い
つ
ま
で
も
保

て
る
よ
う
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

当
院
で
は
毎
週
土
曜
日
の
み
の

精
神
科
外
来
で
し
た
が
、
こ
の
度

大
谷
遊
介
先
生
が
新
た
に
入
職
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

 

毎
週
（
平
日
午
前
外
来
）

　

大
谷 

医
師

　
　

火
曜
日
・水
曜
日
・金
曜
日

　

車
田 

医
師

　
　

土
曜
日

　

井
村 

医
師

　
　

火
曜
日
（
完
全
予
約
）

　

精
神
科
は
、
平
日
の
午
前
外
来

の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
精
神
保
健
相
談
は
随
時

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
「
受
診

に
つ
い
て
前
も
っ
て
聞
き
た
い
」

「
こ
れ
は
？
精
神
科
を
受
診
し
た

方
が
よ
い
の
か
？
」
な
ど
、
質
問

や
疑
問
が
あ
れ
ば
、
医
療
福
祉
相

談
室
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

※

詳
し
く
は
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で

さつき薬局
　　　　   秋川店

介護用品・一般薬品・保険調剤

０４２５－５８－８４１６
  （あきる台病院すぐ前）

月・火・水・木・金　９：００～１８：３０
　　　　　　　　土　９：００～１３：００
        ※日曜・祭日はお休みです

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

（グループホーム滝山）

あきる台クリニック

※あきる台病院：JR五日市線 秋川駅北口下車徒歩６分

秋川駅

至八王子

至五日市

 ○
東急

デニーズ 
　　　○

○
キララ
　ホール

■
■

■

あきる台病院

グループホーム秋川

あきる台
在宅医療福祉センター

○

  

市
役
所

○
○

○

青
山

ト
ヨ
タ

さ
つ
き
薬
局

至 拝島駅→

○交番

五日市街道

北口

※あきる台在宅医療福祉センター
　　　　　　　 JR五日市線 秋川駅北口下車徒歩９分

駅
前
通
り

至青梅

滝
山
街
道

第75回「歌を楽しむ会」のお知らせ
　　　　　　　　　（入院患者様、ご家族様）

あきる台病院では、入院患者様とそのご家族、
職員とが歌を一緒に楽しむレクリエーション
会を毎月第3水曜日に行っております。
毎回多数の患者様、ご家族様のご参加を頂き、
楽しい会を催すことができております。

平成27年8月１9日（水）　３：００～４：００
1病棟デイルーム予定（合唱、リズム体操など）

老
後
の
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

 
 
 
 
 
 

あ
き
る
台
病
院 

整
形
外
科
部
長 

高 

妻 

雅 

和

精
神
科
か
ら
の
お
知
ら
せ



介護保険の相談は

 訪問看護・訪問介護・居宅療養管理指導
居宅介護支援・通所リハビリ・訪問リハビリ

あきる台病院  ケア・サービス

人間ドック

あきる台病院　健診センター

皆様の健康を、心・身・社会の観点から多角的に
チェック・確認し、適切なサービスで支援します

確かな技術
　快　適　性
　　安　　　心

     □ お問い合わせ・ご予約はこちらまで □
ＴＥＬ：０４２－５５９－５４４９／２９４３（直通）

　　　 □ お問い合わせ □
ＴＥＬ：０４２－５５０－６１０１
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（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

第５回 医療法人財団 暁　研究発表会開催される

　平成２７年５月１５日（金）１７時３０分より２時間半にわたって「第５回 医療法人財団 暁 研究発
表会」が当院外来待合室にて行われました。
　当院の経営母体であります医療法人財団暁は、外来・入院診療の他、健診センター・地域包括支援セン
ター（市委託）・介護保険サービス事業・高齢者在宅サービス事業（市委託）・介護学院等様々な運営を
行っています。職員の知識技術を深めること等を目的に、「研究発表会」と題して毎年５月に法人全職員
が一堂に会し、各々の取り組みや事例検討を発表し合う機会を設けております。今回は８演目の発表があ
りました。

　　　①「デイケアにおける学習療法の取り組みについて」

　　　②「Ｋ子さんの在宅における栄養管理の取り組みについて」

　　　③「ＩＣＥプロジェクト～健康診断の革新的なセンターを目指して～」

　　　④「患者様への統一した看護を目指して～カーデックスの活用から、病棟業務の改善まで～」

　　　⑤「患者サポート体制加算～その取り組みを通じて～」

　　　⑥「在宅での看取りについて考える～看護・医療の２４時間体制の現状～」

　　　⑦「声、叫び」発表後２年経った現状報告」

　　　⑧「認知症の人の理解につなげるツール紹介」

  私たち職員は、目の前にある業務に追われ日々が
過ぎてしまう現状があります。また、法人の規模が
年々拡大していることもあり、同じ法人の職員であ
りながら他部署がどのような機能を持ち、どのよう
な取り組みをしているといった理解が不足している
面もあります。
１演目あたり１０分という限られた発表内容ではあ
りますが、このような発表会を通じて各自が所属し
ている業務の振り返りや見直しを行い、また、他部
署の業務内容への理解を深める機会とし、法人全体
が一つとなって患者様への診療やサービス向上につ
なげていくよう努力して参りたいと思っております。


